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出版関連企業の従業員や管理職における女性比率
（出版関連企業 41社からの回答結果）
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管理職①…管理的職業従事者
管理職②…編集長やデスクなど現場のリーダーや指導・教育的立場にある従業員を含む
役員①……会社法上の役員（取締役以上、監査役も含む）
役員②……執行役員を含む「広義の役員」。その部門の最高責任者。

女性従業員
女性管理職①
女性管理職②

女性役員①
女性役員②

出典 ： 「出版関連企業女性比率調査」日本出版労働組合連合会（2020年3月）　公共図書館は、誰でも自由に利用して知識を得ることができる場所です。 
　同時に、図書館はいつの時代も社会の特徴や条件を反映しています。
　男女共同参画やジェンダーに関する本は、男女共同参画センターだけで
なく、公立図書館や学校の図書館にも並んでいます。自分らしく生きるヒント
となり、日々 の暮らしや生き方に寄り添う一冊が見つかるはずです。
　ぜひ、手に取ってみてください。

帝国図書館（平面図）明治期（現 国立国会図書館 国際子ども図書館）

　大正期以降、職業婦人の増加に伴い、女性の図書館
利用者は急増しました。制限がある中、婦人向けや家庭
向けの本だけでなく、生活に必要な情報や知識を求め、
様 な々本を読むようになりました。図書館だけでなく、雑誌
や新聞も女性たちの重要な情報源になっていきました。
　戦前の図書館は、男性が主に利用し働く場所でした。
しかし、図書館の設置が進むにつれて図書館員の需要
が増加し、1921年に文部省図書館員教習所が男女共
学で開設されました。その結果、女性職員も生まれまし
た。当時の新聞では、女性は児童部担当として採用され
たと報じられています。
　女性が男性と区別されることなく公立図書館を自由に
利用できるようになったのは、戦後の憲法で男女平等が
定められ、1950年に「図書館法」が制定されてからです。
　図書館は、情報、知識、文化資産を記録した書籍をす
べての人々に提供する公的機関です。そのため、「誰でも
無料で平等に利用できる」という公共図書館の原則が
確立されています。今日では当たり前のことが日本の明治
時代から昭和戦前期では、決してそうではなかったので
す。この歴史的背景を考慮すると、図書館の社会的役割
の重要性が理解されます。現代社会には依然として男女
格差およびジェンダーバイアスが根強く存在しています
が、これらの解消に向けて、図書館が果たす役割は非常
に重要です。今後、その役割の充実がさらに期待されると
ころです。

　日本の公共図書館の黎明であ
る明治期には、各地に図書館が
建設されました。しかし、「男女七
歳にして席を同じうせず」という
社会背景のためか、明治・大正・
昭和戦前までのある程度の規模
の図書館においては、男性が利
用する普通閲覧室とは別に、女性が利用する部屋として
「婦人閲覧室」が設置されていました。図書館は女性の
利用を排除しなかったものの、女性利用者は通常の閲
覧室から隔離された狭小な「婦人閲覧室」に囲いこまれ
ていたと言えます。また、女性の利用者は利用時間が制
限されている図書館もありました。婦人閲覧室には主婦
用の雑誌など、良妻賢母を目指すものばかりが揃えられ
ていたという記録が残っています。
　一方で、女性は勉強することはもちろん、本を読むことも
難しかった時代に、婦人閲覧室は他の場所では得られな
い読書の機会を提供し、気兼ねなく安心して過ごせる場
所でもあったでしょう。しかし、当時の図書館は女性に開
かれた施設とは言い難く、ジェンダー格差がありました。
　埼玉県立埼玉図書館でも、1925年の館内配置図に
は「婦人閲覧室」がありました。1952年10月の館内配置
図では、その表記がなくなっています。

S P E C I A L  F E A T U R E

女性と図書館
一般的に、図書館でジェンダーや
男女共同参画について調べる時
には、女性論は「３６７.１」 女性史
は「３６７．２」 男性論は「３６７.５」
などの分類番号の棚で探すことに
なります。しかし、ジェンダーとは

「分野」ではなく、あくまでも「視
点」です。ジェンダー問題の本や資
料はこれらの分野にのみ存在して
いるのではなく、あらゆる分野に
存在しています。

図書館でジェンダー

について学ぶには
女性論
３６７.１
女性史
３６７.2
男性論
３６７.5

　1999年6月に男女共同参画社会基本法が公布・施行され、各地
に男女共同参画センターが開設されました。各センターには規模
の違いはありますが、一般的には「情報ライブラリー」と呼ばれる
スペースがあり、国や地方公共団体、活動団体の資料や女性・ジェ
ンダー問題に関する書籍などを収集し提供しています。
　国立女性教育会館（NWEC）の「女性関連施設データベース」に
よると、ライブラリーや図書コーナーとして資料提供しているセン
ターは、３２４施設となっています。

　情報ライブラリーは、With You さいたま（埼玉県男女共同参画推進セン
ター）３階にある専門図書館です。
　ジェンダーの視点から、図書・雑誌・行政資料・市民グループ等の刊行物・視聴
覚資料（DVD）などを集めています。どなたでもご利用いただけます。
・ 資料数 ： 29,978点（うち、視聴覚資料123点）（R6年度末）　・ 利用者数 ： 18,306人（R6年度）

婦人閲覧室という場所

　年３回、ホームページで、ライブラリーに関する情報や新刊紹介などを届
ける情報誌「Bookmark」を発行しています。職員とボランティアのサポート
スタッフがライブラリー所蔵本の中からお気に入りの本を紹介しています。
https://www-uf01.ufinity.jp/withyou/情報誌

独立行政法人 
国立女性教育会館
NWEC（ヌエック）
女性教育情報センター
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参考文献 ： 青木玲子、赤瀬美穂 著
『女性と図書館―ジェンダー視点から見る過去・現在・未来』
　　　　　　　　　　　　　  （日外アソシエーツ、２024）

出典 ： 国立国会図書館 国際子ども図書館 HPの平面図を一部改変

男女共同参画センターにおける「情報ライブラリー」

With You さいたまの情報ライブラリーの紹介

情報ライブラリー通信『Bookmark』
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『女性と図書館
  ジェンダー視点から見る過去・現在・未来』
 青木玲子, 赤瀬美穂 著
 日外アソシエーツ（2024.2） 請求記号：010 / ジ

　本書は、日本の明治期から現在までの図書館
が、女性たちにどのようなサービスや資料提供
を行ってきたのかを追求し、これまで見過ごされ
がちだった図書館における女性の姿を、ジェン
ダーの視点から検証・考察しています。

　第一章では、明治から昭和の戦前まで存在した「婦人閲覧室」をキー
ワードに、どのような女性たちが、どのように利用していたのか、またそこ
で働いていた女性（図書館員）の役割や実態についても考察されていま
す。第二章では、男女共同参画センターに設置されたライブラリーの現
状について取り上げ、第三章は過去・現在の課題を踏まえた未来への提
言がなされています。
　女性と図書館に興味を持たれた方に、ぜひ手に取っていただきたい
一冊です。

※ 上記の本は、With You さいたま 情報ライブラリーにて、貸出しをしています。

　日本で女性が記者や編集者として働き
始めたのは135年前、『女学雑誌』の主筆
編集責任者となった清水豊子が始まりで
す。女性たちは明治民法や治安警察法下
でも出版活動を続け、社会の変化と共にそ
の歴史を築いてきました。（参考文献：池田
恵美子編著『出版女性史 出版ジャーナリズ
ムに生きる女性たち』世界思想社 2001年）
　1970年代以降の雑誌文化の台頭もあり、出版界では女性の雇用
が拡大しました。2011（平成２３）年に内閣府男女共同参画局が発表
した「メディアにおける女性の参画に関する調査報告書」を見ると、新
聞や放送に比べて出版では従業員に占める女性割合が高いことが
分かります。＊１ 一方で、同報告書では、出版界は多様な雇用形態で成
り立っており、なかでも編集プロダクションの労働環境が厳しいとも
指摘しています。
　2020（令和２）年の日本マスコミ文化情報労組会議（MIC）の調査に
よると、出版業界の女性従業員の割合は他業界に比べて高いものの、
依然として4割未満にとどまっています。管理職では、現場リーダーで
2割台、役員クラスではさらに低くなっています。女性編集長は増えて
きましたが、執行役員では10倍以上の差があることが明らかとなって
います。＊２ この状況は、政府目標の『2020年までに指導的地位に女
性が占める割合を少なくとも30％程度とする』に遠く及びません。

『翻訳する女たち
  中村妙子・深町眞理子・小尾芙佐・松岡享子』
 大橋由香子 著
 エトセトラブックス（2024.11） 請求記号：281 / ナ

　かつて、翻訳者といえば男性が主流だった時
代がありました。「女が女を訳す」ことが珍しくな
くなったのは、ごく最近のことです。日本におい
て翻訳を担ってきたのは、主に男性の作家や大
学教員など。女性は高等教育を受ける機会が限

られ、そもそも学ぶことが許されない場合も多かったため、外国語を習得
できるチャンスはほとんどありませんでした。
　本書は、1920年代から30年代に生まれ、男性が圧倒的多数を占める
出版業界に飛び込み、半世紀以上も翻訳を専業としてきた女性たちへの
インタビューをまとめたものです。女性が翻訳することで生まれる言語の
可能性や、違う言葉・異なる文化を伝える翻訳という営みの奥深さに触れ
ることができます。
　翻訳の世界に興味がある方、特に女性翻訳者たちの足跡を辿りたい方
にお薦めしたい本です。

　本や雑誌は、人々の価値観や思考に大きく影響を与え、時には方向
性を左右します。その制作現場が特定のジェンダーに偏っている場
合、バイアスのかかった無意識の思い込みを含む情報発信に繋がる
可能性があります。重要な役割を担っている出版業界においてこそ、
女性がキャリア形成できる働き方の見直しやハラスメントなどの人権
侵害のない環境の整備を積極的に進めることが求められます。
　最近、個人で出版する「独立系・ひとり出版社」が増えています。ま
た、「ZINE（ジン）」と呼ばれる自主出版物も注目されています。作者
が自由に内容を書いて販売まで行うような新しい出版の動きもあ
り、これらには多くの女性が関わっています。電子書籍の普及や新刊
発行部数の減少により出版業界は縮小していると言われますが、本
は依然として生活の重要な一部です。時代に敏感な感性が必要な出
版の世界にますます女性の役員が増えて、多様性を尊重したジェン
ダー平等な社会が前進することを期待します。

さまざまな悩み相談 048-600-3800
DVに関する相談     048-600-3700

With You さいたま電話相談

インターネット相談

月～水、金、土曜　9：30～20：30    
日曜、祝 ・ 休日　9：30～17：00

（年末年始を除く）

　With You さいたまでは、誰もが自分らしく生
きられる社会の実現を目指し、その一環として相
談事業を行っています。電話相談ではさまざま
な相談があり、初めて相談をされる方は緊張さ
れることが多いようです。
　「相談電話をしようと決心するまで1週間かか
りました。」「自分が悪いと思っていました…。」

「相談するほどではないと思っていました。」と話
https://www.pref.saitama.lg.jp/
withyou/counsel/guide.html

し始める声から、やっとの思いでの相談に
至ったと想像できます。電話相談は無理をす
ることなく安心してお話することが出来るよ
う、あなたのペースを尊重します。
　〝誰かに話を聞いてもらいたい〟と思った
お気持ちを大切にしてください。相談をきっ
かけに未来へ向かい始めませんか？過去は
変えられませんが、相談が転機となり、あな
たらしく進み始めるきっかけになるかも知れ
ません。電話相談ではあなたの気持ちを大切
にし、一緒に考えたいと願っています。

注 ＊１ メディアにおける女性の参画に関する調査 | 内閣府男女共同参画局　総務省事業所・企業統計調査(平成18年)を参照。それによると、全従業者（非正社員も含む）
　　   に占める女性比率は、新聞とNHKが2割、民間放送が約3割、出版が4割である。
　 ＊２ 「出版関連企業女性比率調査」日本出版労働組合連合会（2020年3月）より

未来は変えられる

情 報 ラ イ ブ ラ リ ー よ り

出版界と女性たち

相談コラム

時 間

 24時間受付

（　　　　　 　　　　 ）男女共同参画および女性・
家庭・家族に関する専門図書館

〒355-0292 
埼玉県比企郡嵐山町菅谷
728番地
https://www.nwec.go.jp/


